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大
洲
の
さ
く
ら

大
洲
散
歩
(
知
っ
て
お
き
た
い
私
の
大
洲
)
③ 
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肱
川
の
水
が
ぬ
る
む
三
月
下
旬
。
市
内
の
名
所
で
桜

が
一
斉
に
開
花
し
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
ま
す
。

桜
は
古
来
、
花
王
と
称
せ
ら
れ
国
花
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
「
花
」
と
い
え
ば
桜
を
指
す
ほ
ど
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

士
山
内
で
も
、
四
月
上
旬
に
な
る
と
、
大
洲
城
跡
や
富

士
山
な
ど
で
そ
め
い
よ
し
の
が
楽
し
め
ま
す
。
四
月
も

中
・
下
旬
を
む
か
え
る
と
、
八
多
喜
の
祇
園
公
園
で
八

重
桜
が
咲
き
、
通
算
し
て
約
一
か
月
の
問
、
私
た
ち
は

桜
の
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
各
所
で
桜
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
こ
の
時
期
、
観

光
大
洲
の
幕
開
け
行
事
で
あ
る
「
観
光
さ
く
ら
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
例
年
四
月
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

開
催
さ
れ
る
こ
の
祭
り
は
、
大
洲
城
跡
、
冨
士
山
、
祇
園

公
園
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
す
。
祭
り
期
間
中
は
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
多
彩
な
行
事
が
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
や

職
場
仲
間
な
ど
、
多
く
の
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

心
地
良
い
春
風
が
吹
く
さ
わ
や
か
な
こ
の
季
節
、
家

族
や
職
場
の
仲
間
と
花
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
「
観
光
さ
く
ら
ま
つ
り
」
は
三
月
二
十
八
日
の
開

幕
で
す
。

o大洲市健康マラソン・…υP2 

o登録と予防注射を

忘れずに・・….p3 

o軽自動車税をJ威免....・H ・.p4 : 

o旅の思い出………...・ H ・..p6 

:0奥さん訪問….，.・ H ・-……P6 
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今月号の主な内容
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二
月
十
二
日
、
市
民
約
千
三
百
人
が
参
加
し
て
、

市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
の
開
会
式
で
は
、
野
久
保
清
七
さ
ん
(
若

宮
・
お
歳
)
の
家
族
四
人
が
元
気
よ
く
選
手
宣
誓
。
十
時
の
号
砲
を

合
図
に
、
二
キ
口
コ

l
ス
(
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

mw
歳
以
上
)
、
三
キ
ロ

コ
ー
ス
(
一
般
、
小
・
中
学
生
)
、
六
キ
ロ
コ
!
ス
(
一
般
、
高
校

生
以
下
)
の
順
に
市
民
会
館
前
を
出
走
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一第7回一

大洲市健康マラソン

A

守
六
キ
ロ
コ
1
スA
'

一
一
般
男
子
}
①
二
宮
謙
一
辺
分
4
秒

②
芝
田
徳
男
幻
分
割
秒
③
村
上
芳
邦
幻

分
自
秒
{
高
校
生
以
下
}
①
藤
淵
誠
二

却
分
6
秒
②
野
元
義
宏
担
分
③
森
本
英

「
第
七
回
大
洲

則
幻
分
7
秒

av
三
キ
ロ
コ
l
ス

A'

{
一
般
男
子
}
①
丹
下
正
英
9
分
的
秒

②
村
本
知
律
日
分
伺
秒
③
戎
井
利
幸
日

分
認
秒
{
一
般
女
子
}
①
谷
本
屋
(
由
美

U
H

分
お
秒
②
山
本
静
日
分
以
叩
秒
一
高
校

生
女
子
一
①
藤
本
順
子
日
分
日
秒
②
普

見
ひ
と
み
日
分
却
秒
③
品
田
美
幸
日
分

団
秒
{
中
学
生
男
子
}
①
高
瀬
充
裕
9

分
担
秒
②
一
大
野
元
生
9
分
日
秒
③
増
岡

広
司
9
分
臼
秒
{
中
学
生
女
子
一
①
大

野
彰
子
日
分
心
秒
②
松
本
真
由
美
江
分

日
秒
③
徳
永
栄
子
日
分
計
秒
一
小
学
六

年
生
男
子
一
①
山
本
亨
志
日
分
7
秒
②

普
見
直
樹
日
分
日
秒
③
樫
田
吉
信
日
分

ロ
秒
{
小
学
六
年
生
女
子
}
①
新
家
亜

紀
子
ロ
分
叩
秒
②
河
内
由
美
子
ロ
分
日

秒
③
大
石
百
合
子
ロ
分
間
秒
{
小
学
五

年
生
男
子
}
①
松
岡
浩
平
日
分
必
秒
②

高
岡
計
志
日
分
印
秒
③
横
久
保
茂
ロ
分

日
秒
一
小
学
五
年
生
女
子
一
①
中
野
由

紀
子
日
分
回
秒
②
栗
田
聖
子
ロ
分
孔
秒

③
矢
畑
浩
子
ロ
分
但
秒
一
小
学
四
年
生

男
子
一
①
中
野
誠
日
分
別
秒
②
赤
杖
勝

幸
日
分
日
秒
③
近
藤
宏
日
分
臼
秒
一
小

学
四
年
生
女
子
}
①
久
保
仁
美
日
分
1

秒
②
下
柳
恵
子
日
分
問
秒
③
大
井
真
奈

美
日
分
担
秒

av
二
キ
ロ
コ
I
ス
・

一
切
歳
以
上
}
①
森
本
徳
男
8
分
団
秒

②
山
岡
定
夫
日
分
7
秒
③
三
瀬
糸
平
日

分

7
秒

∞
よ
し
の
・
八
重
匂

さ
く
ら
ま
つ
り

始
ま

3

大
洲
の
春
を
告
げ
る
仰
さ
く
ら
ま
つ

り
4

が
次
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
す
。
明

る
い
日
差
し
に
抱
か
れ
て
、
ま
た
、
宵

提
灯
の
ほ
の
か
な
灯
り
の
中
で
、
花
王

さ
く
ら
の
魅
力
を
ご
満
喫
く
だ
さ
い
o

v
三
月
二
十
八
日
開
幕
式
(
城
山
公

園
・
日
時
1
)

V
四
月
一
日
(
城
山
児
童
館
広
場
)

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
(
日
時
1

日
時
)
、
福
券
入
り
紅
白
も
ち
ま
き

大
会
(
日
時
1
日
時
日
分
)

V
四
月
十
八
日
観
桜
会
(
祇
園
公
園

・
日
時
1
)

V
四
月
二
十
二
日

公
園
・
終
日
)

- 2ー

俳
句
大
会
(
祇
園

(
そ
め
い
よ
し
の
一
3
月
出
日
1
4
月

日
目
、
城
山
公
園
・
冨
士
山
公
園

八
重
桜
一

4
月
日
日
1
4
月
お
日

祇
園
公
園
)



おおず

登
録
と
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に

月日 場 所 日寺 間 月日 場 所 日寺 間

柳沢桐の目バス停前 9:10-9:30 新谷中組お庵前 9:10-9:40 

柳沢居場バス停前 9:40-10:00 喜多山佐伯商庖前 9:50-10・30

大洲市農協目処出張所前 10: 10-10:40 新谷連絡所 10:40-11:40 
4/19 

柳沢連絡所前 10:50-11:50 肱北公民館田口分館 13:10-13:50 
4/16 (本)
菅田朝日集会所 13:10-13:30 肱北公民館市木分館 14:00-14:40 
伺)
小倉公会堂 13:50-14:10 徳森児童館前 14:50-15:30 

大竹分校跡 14:20-14:40 愛媛資材前 15:40-16:20 

宇津集会所 14:50-15:10 打越集会所 9:10-9:40 

菅回連絡所 15:20-16:20 初尾集会所 10:00-10:30 

明日香団地Aゴ プ駐車場 9:00-9:30 上須戒連絡所 10:40-11 :40 
4/20 

大根鳳林寺 9:40-10:00 八多浪集会所 13:20-13:50 

Gお
平野公民館平地上分館 10:20-10:40 手成本村集会所 14:10-14:30 

4/17 平野連絡所 10:50-11:50 中場集会所 14:40-15:00 

(火) 長谷本村集会所 13:20-13:40 八多喜連絡所 15:10-16:10 

梅川公民館 14・00-14:20 三善峠集会所 9・00-9:30 

野佐来公民館 14:40-15:00 石仏集会所 9:50-10:20 

南久米連絡所 15:10-16:10 4/23 三善連絡所 10:40-11:40 

蔵川日の平集会所 9:20-9:40 伺) 肱t公民館五郎分館 13:20-14:10 

大洲市農協蔵川出張所前 9:50-10:30 肱北公民館若宮分館 14・20-15:20

大川連絡所 10:50-11・50 社会教育センタ← 15:30-16:30 
4/18 
高山西集会所 13:20-13:40 次のことに留意して下さしミ。

休)
-犬の体を清潔にしておくこと。

大洲市農協久米事業所前 14:00-14:30 

-犬を自由に扱える人が連れてくること。
只越わかば台団地集会所 14:40-15:10 

-引綱は丈夫な鎖等を使用し、首輪の点検

大洲市民会館 15:20-16:30 をしてむくこと。

広報

所場

平成2年4月1日

日寺日

平
成
二
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
左
表
の
予
定
で
実
施
し
ま

す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
も
よ
り

の
場
所
で
子
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

B
V
 
狂
犬
病
予
防
注
射
も
畜
犬
登
録
と

同
様
に
、
年
一
回
受
け
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
都
合

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

指
定
獣
医
師
の
診
療
所
へ
犬
を
連
れ
て

行
き
、
登
録
・
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ

い
(
号
話
注
射
)

0

あ
る
い
は
、
指
定

獣
医
師
に
家
ま
で
来
て
も
ら
い
、
登
録
・

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
(
訪
問
注
射
)

0

今
後
新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
入
、
生

後
九
十
一
日
以
上
た
っ
た
犬
に
つ
い
て

も
同
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
料
金
一

O
期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

一
頭
に
つ
き
四
、
六

O
O円

ヘ
予
防
注
射
料
二
、
五

O
O円
/

/
登
録
料
二
、
一

O
O円
」

O
診
療
注
射
の
場
合
五
、
一

O
O円

O
訪
問
注
射
の
場
合
五
、
六

O
O円

一
指
定
獣
医
師
一

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
三
一

O
の
二

宮
③
3
2
2
3

0
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九
宮
⑪
4
2
7
6

な
お
、
犬
を
連
れ
て
行
く
と
き
に

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
お
く
。

O
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て
い

ノ
¥

O
引
綱
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
を
使
用
し
、

首
輪
の
点
検
を
し
て
お
く
。

(注)当日は印鑑を必ず持参してください。

「
国
際
防
災
の
十
年
」

が
ス
タ
ー
ト

地
震
、
洪
水
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
と
、
昨

年
は
世
界
各
地
で
大
き
な
自
然
災
害
が

相
次
ぎ
、
人
々
は
、
そ
の
た
び
に
自
然

の
厳
し
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ご
う
し
た
自
然
災
害
は
、
い
く
つ
か
の

国
に
ま
た
が
っ
て
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と

が
多
い
た
め
、
「
人
類
共
通
の
課
題
」

と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
連
で
は
一

九
八
七
年
の
総
会
で
、
こ
う
し
た
自
然

災
害
の
予
防
と
被
害
の
軽
減
に
つ
い
て
、

国
際
的
な
協
力
を
行
う
こ
と
を
決
議
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
「
国
際
防
災
の
十

年
」
で
す
。

内
容
は
、
一
九
九

O
年
か
ら
の
十
年

間
を
「
自
然
災
害
の
被
害
を
減
ら
す
た

め
の
国
際
協
調
の
期
間
」
と
し
、
「
災

害
に
関
す
る
国
際
的
な
技
術
協
力
や
各

国
内
で
の
防
災
体
制
を
充
実
し
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

国
際
的
な
活
動
と
し
て
の
H

防
災
々

は
地
味
な
も
の
で
す
が
、
日
本
は
過
去
、

台
風
災
害
を
激
減
さ
せ
た
実
績
を
も
つ

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
防
災
先
進
国
し
で

す
。
こ
の
実
積
の
も
と
に
国
際
社
会
へ

貢
献
し
て
い
く
方
針
で
す
。

H

防
災
に
生
か
せ
世
界
の
知
恵
と
汗
μ

一 3



軽
自
動
車
税
を
減
免

平成2年4月1日

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

又
は
療
育
子
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
二
疋
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
の
申
請
は
税
務
課
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
期
間
内
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

一
対
象
と
な
る
人
}
身
体
も
し
く
は

精
神
に
障
害
が
あ
る
た
め
歩
行
の
困
難

な
入
、
又
は
、
十
八
歳
未
満
の
身
体
障

害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
人
。

地価公示価格

を
知っていますか?

4月1日--30日は
「土地月間」

今
年
も
、
三
月
二
十
三
日
に
国
土
庁

か
ら
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の
各

地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い

る
土
地
(
こ
れ
を
標
準
地
と
い
い
ま
す
)

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を

おおず広報

(
身
体
障
害
者
等
)

た
だ
し
、
身
体
障
害
の
等
級
や
程
度

に
よ
っ
て
、
減
免
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

一
対
象
と
な
る
車
両
}
業
務
用
以
外

の
車
両
で
、
身
体
障
害
者
等
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
等
(
十
八
歳
未
満
の
身
体

障
害
者
等
に
あ
っ
て
は
、
生
計
を
一
に

す
る
者
が
所
有
す
る
車
両
)
の
う
ち
の

一台。
一
申
請
に
必
要
な
も
の
}
免
許
証
、

印
鑑
、
障
害
程
度
の
確
認
で
き
る
身
体

公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安

に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か

ら
の
距
離
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
、
標

準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お

よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売

買
の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

お
調
べ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
内
の
標
準
地
の
価
格
、
標

準
地
が
接
す
る
道
路
の
種
類
な
ど
を
細

か
く
記
し
た
書
面
は
、
企
画
情
報
室
で

管
理
し
て
お
り
、
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
情
報
室
ま

で
(
宮
⑪
2
1
1
1
内
線

3
4
1
)

。。

障
害
者
手
帳
な
ど
。

一
受
付
期
間
一
四
月
一
日

1

五
月
二
十
四
日

詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
3

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
寒
行
の
一
部
)
西
山
根

大
洲
市
仏
教
会
大
洲
分
会

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

岡

田

継

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八

多

喜

町

山

口

津

美

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

宮

本

恒

美

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

横

野

小

田

熊

男

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

高

山

上

田

重

幸

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八
多
喜
町
有
本
日
兆

小売販売価格が変わりました

標準価格米のノj、売販売価格は、その原料と

なる昭和63年産米の政府売渡価格が引き下げ

られたため、平成 2年 2月10日から、 10kg当

たり 3，765円(袋代及び消費税込)に改定され

現行 3，825円に比べ60円値下げされます。

なお、本県の標準価格米は、次表のとおり

の原料でできています。

一標準価格米一

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

坂

本

正

美

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
と
市
社

協

へ

)

野

佐

来

井

上

信

秀

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

曽

我

喜

寿

衛

金
一
封
(
大
洲
清
和
国
へ
)

大

阪

市

真

鍋

武

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
と
上
須

戒
老
人
会
へ
)
上
須
戒
白
石
喜
康

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

(単位・%)

~ 3類1，2等 5類1，2等 言十

63年産米 48.0 12.0 60.0 

元年産米 32.0 8.0 40.0 

言十 80.0 20.0 100.0 

標準価格米の原料玄米構成割合

登
記
所
か
ら
の

松山法務局

- 4 

お
知
ら
せ

登
記
所
に
あ
る
会
社
の
登
記
簿
及
び

各
種
の
法
人
の
登
記
簿
の
閲
覧
は
、
平

成
二
年
四
月
一
日
か
ら
有
料
(
閲
覧
料

金
は
三
百
円
)
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
登
記
子
数
料
令
の
一
部
が
改

正
に
な
り
ま
す
。
主
な
部
分
は
次
の
と

お
り
で
す
。

O
登
記
簿
の
閲
覧

O
謄
本
・
抄
本

二
百
円
↓
三
百
円

四
百
円
↓
五
百
円

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

登
記
所
の
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



おおず

月
合
同
音
楽
発
表
会
月

2.24 

ふ
じ
汁
け
コ
ー
ラ
ス
児
童
合
唱
団

日頃の成果を~ô1見せします-

広報

H

博
物
館
だ
よ
り
“

館
蔵
品
展
開
催
中
グ
(
4
月
お
日
ま
で
)

平成2年4月1日

2.25 

大
洲
市
青
年
文
化
祭

間
差
別
意
識
を
解
消
し
て
い
く
た
め
に

ザ
は
、
差
別
を
生
み
出
し
て
い
る
心
理
的

可
土
譲
を
、
人
権
を
尊
重
す
る
心
理
的
土

問
譲
に
変
え
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

時
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大

白
洲
市
は
行
政
の
責
務
と
し
て
対
象
地
域

世
の
学
習
や
全
市
民
の
啓
発
活
動
「
草
の

守
根
運
動
し
を
展
開
、
市
民
の
協
力
を
得

~
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ

が
ら
ず
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
、
市
の
責

ザ
任
者

(
K
氏
)
に
よ
る
差
別
発
言
事

百
件
が
発
生
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

悼
す
。
こ
れ
は
同
和
問
題
啓
発
運
動
に
た

~
ず
さ
わ
る
者
に
と
っ
て
は
、
寝
耳
に
水

戸
の
如
く
、
全
く
論
外
の
事
件
と
い
わ
ざ

A
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
行
政
の

~
責
務
と
し
て
取
り
組
ん
だ
啓
発
活
動
の

時
盲
点
で
あ
っ
た
と
、
深
く
反
省
さ
せ
ら

守
れ
た
事
件
で
も
あ
り
ま
し
た
。

円
糾
明
会
で
の

K
氏
の
言
を
総
合
判
断

七
一
す
る
と
、

K
氏
は
幼
少
の
頃
か
ら
対
象

で
一
地
域
に
対
す
る
予
断
と
偏
見
を
植
え
つ

間
一
け
ら
れ
、
担
強
い
差
別
意
識
を
持
ち
続

悌
一
一
一
け
、
心
の
底
に
染
み
込
ん
だ
偏
見
に
よ

は
日
る
差
別
意
識
を
ぬ
ぐ
い
さ
る
こ
と
が
で

劃
戸
き
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

月
世
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
偏
見
に
よ
る
差
別
意

i

日
識
は
、
地
域
の
土
譲
の
中
に
温
存
さ
れ
、

;
;
 

桁
一
一
啓
発
活
動
の
進
め
ら
れ
て
い
る
今
日
な

※
ザ
お
変
革
で
き
な
か
っ
た
事
実
を
物
語
つ

No.137 

「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
」

ー
大
洲
市
連
合
青
年
団
|

藩政時代の画家(若宮養徳・加藤文麗)

や書家(力石高山・松岡高堅・仁井三魚)

の作品、中世(藤堂氏時代)の古文書、大

洲の生んだ科学者・三瀬諸測の遺品、大洲

藩の弓術師範・中村四郎太夫関係の古文書

-弓矢など、 60点余りを展示します。

今回の展示資料は、全て市立博物館に寄

付されたものや、市が購入したものです。

休日などを利用してぜひご来観ください。

「
人
権
と
同
和
問
題
」

)
 

吋
ペ
ベ
》l
 
(
 

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
K
氏
の

み
な
ら
ず
、
行
政
並
び
に
地
域
全
体
の

責
務
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
ま
で

団
体
や
多
く
の
市
民
の
協
力
の
も
と
実

践
し
て
き
た
同
和
教
育
啓
発
活
動
が
、

行
政
全
体
の
課
題
に
ま
で
高
ま
り
き
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
反
省
に
立
ち
、
平
成
元
年

度
は
、
知
識
理
解
か
ら
実
践
化
へ
、
そ

し
て
感
動
を
呼
び
共
感
に
支
え
ら
れ
た

啓
発
活
動
を
め
ざ
し
て
、
強
力
に
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
大
洲
市
行
政

は
、
こ
の
差
別
の
現
実
を
ふ
ま
え
て
、

平
成
元
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
二

十
日
に
か
け
、
各
課
別
の
同
和
教
育
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
習
凶
数
五

十
二
回
、
延
べ
八
百
二
十
一
人
の
全
員

参
加
を
得
て
、
小
集
団
学
習
会
を
展
開

し
、
意
識
の
改
変
が
図
ら
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
差
別
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
言
葉
や
文
字
で
い
く
ら
知
つ
で
も
、

現
実
に
発
生
す
る
差
別
事
件
を
封
じ
込

め
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。
こ
の

現
状
認
識
に
立
っ
て
、
同
対
審
答
申
に

よ
り
指
摘
さ
れ
た
抜
本
的
・
総
括
的
施

策
に
よ
り
、
部
落
問
題
の
根
本
的
な
解

決
を
実
施
す
る
「
部
落
解
放
基
本
法
」

の
制
定
へ
の
提
唱
が
叫
ば
れ
て
い
る
の

で
す
。次
号
は
「
部
落
解
放
基
本
法
し
の
概

要
を
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

5 



平成2年4月1日

旅

の

思

い

出

町

大

洲

市

観

光

協

会

長

刀
ま
定
来
ま
オ
ヲ

私
た
ち
の
大
洲
市
は
、
豊
か
で
美
し

い
自
然
環
境
と
長
い
歴
史
の
中
で
、
他

に
誇
り
得
る
固
有
の
文
化
を
育
ん
で
来

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
、

観
光
大
洲
は
「
お
は
な
は
ん
」
の
放
映

で
幕
を
聞
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
政
と
関
係
者
の
努
力
で

「
水
郷
大
洲
L

、
「
伊
予
の
小
京
都
し
と

し
て
、
地
元
の
方
が
考
え
ら
れ
て
い
る

以
上
に
広
い
地
域
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
瀬
戸
大
橋
の
開

通
に
際
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
が
積
極
的
に

奥さん訪問

松浦和美さん

東大洲 29歳

No，104 

おおず広報

富

力く

泉

大
洲
ヘ
μ

四
国
各
地
の
紹
介
を
行
っ
た
こ
と
に
、

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
、
大
洲
市
に
お
け
る
住
み
よ
い
ま

ち
守
つ
く
り
、
地
元
産
業
・
経
済
の
振
興

活
性
化
を
考
え
る
時
、
観
光
客
の
誘
致

を
の
ぞ
い
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
南
予
観
光
の
中
核
都
市

と
し
て
、
近
い
将
来
、
尾
道
-
A
7
治
大

橋
が
開
通
し
、
高
速
道
路
に
連
結
さ
れ

る
と
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
や
っ
て

来
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な

る
と
、
も
は
や
現
在
の
観
光
地
と
し
て

V
大
洲
へ
来
て
七
年
に
な
り
ま
す
。

V
実
家
は
大
分
県
別
府
市
で
、
結
婚
す

る
ま
で
ず
っ
と
別
府
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
別
府
で
パ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
働

い
て
い
る
頃
、
乗
務
し
た
パ
ス
の
中
で

主
人
と
出
会
い
、
二
年
間
の
交
際
を
経

て
結
婚
し
ま
し
た
。

V
実
家
は
山
の
手
で
、
周
囲
を
ぐ
る
り

と
段
々
畑
が
囲
ん
で
い
ま
す
。
東
大
洲

一
帯
の
田
園
風
景
に
初
め
て
接
し
た
時
、

あ
あ
広
い
な
あ
と
感
じ
た
の
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。

V
パ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
た
く
さ
ん
の
観

光
地
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
大
洲
市
は
観

光
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
弱
い
所
で
す

ね
。
観
光
ず
れ
し
て
い
な
い
と
い
う
の

が
大
き
な
魅
力
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
o

v朝
霧
に
は
い
ま
だ
に
悩
ま
さ
れ
て
い

の
受
け
皿
で
は
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

今
後
必
要
と
さ
れ
る
観
光
基
盤
の
整

備
に
は
、
機
能
的
な
も
の
と
心
情
的
な

も
の
の
二
面
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

機
能
的
な
も
の
と
は
、
市
街
地
へ
の

大
型
パ
ス
の
進
入
路
、
駐
車
場
、
宿
泊

施
設
、
公
園
・
史
跡
の
整
備
な
ど
。
心

情
的
な
も
の
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

親
切
心
、
優
し
さ
、
思
い
や
り
な
ど
の

意
識
の
高
揚
で
す
。

今
、
観
光
客
の
求
め
る
も
の
は
、
物

か
ら
人
と
人
の
心
の
ふ
れ
あ
い
へ
と

移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
内
の
あ

る
地
区
で
、
通
学
途
中
の
小
・
中
学
生

が
、
明
る
い
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。
霧
が
深
い
日
は
、
お
昼
頃
ま
で

晴
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ん
だ
か
、
半

日
ま
る
ま
る
損
し
た
よ
う
な
気
分
に
な

っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

V
大
洲
は
生
活
の
リ
ズ
ム
が
の
ん
び
り

し
て
ま
す
か
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
か

げ
で
、
体
重
も
少
々
増
え
ま
し
た
・
:
:

V
今
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
毎
週
い
い

汗
を
流
し
て
ま
す
。

V
子
供
た
ち
(
友
美
ち
ゃ
ん
リ
六
歳
日
、

公
彦
く
ん
H
H
四
歳
H
H
)

に
は
、
と
に
か

く
の
び
の
び
と
、
霧
に
負
け
な
い
元
気

な
子
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
ま
す
。

ま
す
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
本

当
に
心
が
安
ま
り
ま
す
。
こ
の
雰
囲
気

こ
そ
、
何
も
の
に
も
替
え
難
い
旅
の
思

い
出
と
な
り
、
「
大
洲
に
旅
し
て
よ
か

っ
た
L

と
い
う
思
い
に
つ
な
が
る
の
で

す
。
車
に
乗
っ
て
も
、
土
産
を
買
っ
て

も
、
物
と
金
の
交
換
だ
け
で
は
嫌
に
な

り
ま
す
。

機
能
的
な
も
の
と
心
情
的
な
も
の
が

一
つ
に
な
っ
た
と
き
、
初
め
て
満
足
感

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

大
洲
の
美
し
い
自
然
環
境
と
市
民
の

優
し
さ
、
温
か
み
の
あ
る
文
化
に
ふ
れ

た
時
、
「
ま
た
来
ま
す
し
の
声
が
聞
こ

え
る
と
思
い
ま
す
。

児
童
図
書
案
内

講
談
社
の
お
話
絵
本
館
日
冊
講
談
社

自
然
の
中
の
人
間
シ
リ
ー
ズ
「
海
と

人
間
編
L
1
1
日

農

文

協

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
イ
ド
新
日
本
風
土
記

1
1
m
u

ぎ
ょ
う
せ
い

地
平
線
ブ
ッ
ク
ス

7
冊

理

論

社

ア
ル
プ
ス
動
物
記
9
冊
椋
鳩
十
著

先
住
民
俗
シ
リ
ー
ズ

1

1
ロ

リ
ブ
リ
オ
出
版

世
界
と
と
も
に
生
き
る
日
本
の
産
業

1

1
ロ

リ

ブ

リ

オ

出

版

わ
た
し
た
ち
の
学
校
1
1
6

ク

ど
の
本
で
調
べ
る
か

1
1
6

シ
リ
ー
ズ
世
界
の
宗
教
1
1
6
ク

世
界
の
品
目
ぱ
な
し

1

1
お
小
峰
書
庖

学
校
百
科
は
じ
め
て
み
る
伝
統
芸
能

肱
川
の
シ
ン
ボ
ル
マ
i
ク

決

定

/ー
建
設
省

(
大
洲
市

福
岡
真
一
さ
ん
作
)

ー
市
立
図
書
館

1

1
1
5

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

学
校
百
科
新
聞
を
つ
く
ろ
う
1
1
5

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

児
童
図
書
館
文
学
の
部
屋
日
冊

評

論

社

愛
媛
子
ど
も
の
た
め
の
伝
記
1
1
m

愛
媛
県
教
育
会

や

さ

し

い

り

ゅ

う

劉

震

華

文

ぼ
く
ん
ち
ひ
っ
こ
し
山
本
省
三
文

う
ま
か
た
や
ま
ん
ぱ
赤
羽
末
吉
絵

言

葉

図

鑑

日

五

味

太

郎

作

ひ
ろ
し
ま
の
エ
ノ
キ
長
崎
源
之
助
作

い
た
だ
き
ま
l
す

内

尾

和

正

絵

や
さ
し
い
な
か
ま
佐
賀
そ
お
た
作

い
ば
り
ん
ぼ
う
の
カ
ラ
ス

ワ
ッ
ツ
作

- 6 



おおず広報

ふるさとの昧をどうぞ2.6. 2.19. 

久
米
の
習
字
教
室
に
表
彰
状

平成2年4月1日

一
一
月
六
日
、
大
洲
・
喜
多

地
区
保
健
栄
養
推
進
協
議
会

(
吉
岡
悦
子
会
長
)
主
催
の

「
第
六
回
ふ
る
さ
と
の
味
ま

つ
り
」
が
、
肱
北
公
民
館
で

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
ふ
る
さ
と
料
理
・
家
庭

料
理
を
継
承
し
、
健
康
ゃ
つ
く

り
の
た
め
の
食
生
活
を
考
え

よ
う
と
聞
か
れ
た
も
の
で
、

地
元
の
野
菜
・
川
魚
を
使
っ

た
十
八
種
類
の
料
理
を
紹
介
。

参
加
者
全
員
で
楽
し
く
試
食

?
し
土
」
ケ
し
か
~
。

久
米
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
し

た
っ
習
字
教
室
」
が
、
県
優
良
校
外

活
動
グ
ル
ー
プ
と
し
て
表
彰
さ
れ
、

一
一
月
一
九
日
、
久
米
小
学
校
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は

昭
和
五
六
年
に
開
設
さ
れ
、
現
在
は

深
井
正
人
さ
ん
(
阿
蔵
)
指
導
の
も

と
、
毎
月
二
回
、
久
米
集
会
所
で
聞

か
れ
て
い
ま
す
。
表
彰
式
で
は
、
県

教
育
委
員
会
か
ら
深
井
さ
ん
に
表
彰

状
と
盾
が
、
田
丸
孝
之
君
(
六
年
)

ら
教
室
に
通
う
二
十
人
の
児
童
に
ア

ル
バ
ム
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

趨

小鳥Gさ之すりが

前司-;t予之しま事

建設の急がれていた「冨士山公園ふれあ

いの家」が、自由広場前に完成しました。

この施設は鉄筋コンクリート 2階建。 1

階には、公衆電話、身体障害者用トイレ 1

基を含むトイレ16基が備えられています。

トイレは全て水洗で¥利用者が足を踏み入

れると、さわやかなメロディーがj走れるf士
掛になっています。 2階は景色を楽しめる

休息室になっています。気軽にご利用くだ

さしユ。

通
信
教
育
で

学
び
ま
せ
ん
か

ー
松
山
東
高
校
l

松
山
東
高
等
学
校
で
は
、
平
成
二
年

度
通
信
制
課
程
の
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

日
曜
日
を
月
二
回
程
度
利
用
し
て
、

松
山
東
高
校
又
は
指
定
校
(
大
洲
高
校

な
ど
)
に
出
校
し
て
授
業
を
受
け
、
定

め
ら
れ
た
学
習
課
題
を
提
出
し
な
が
ら

学
習
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
修
業
年
限
は

四
年
以
上
で
す
。

(
出
願
資
格
)

中
学
校
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
の

卒
業
見
込
み
、
及
び
卒
業
し
た
人

(
出
願
期
限
)

四
月
六
日
(
事
情
に
よ
り
四
月
二
十

七
日
ま
で
)

(
問
い
合
わ
せ
先
)

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程
(
〒

別
松
山
市
持
田
町
二
丁
目
二
の
十
二

宮

0
8
9
9
@
0
1
3
1
)

2月末までの

大洲市内の交通事故

一守一

2月末現在 昨年同期

件数 3 4 3 4 

負傷者 5 2 3 8 

死者 。 1 



〉

mm韓
セ
ン
タ
ー
)
だ
よ
り

平成2年4月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

成
人
病
及
び
胃
が
ん
検
診

実

施

日

4
月
9
日
(
月

4
月
刊
日
(
火

4
月
日
日
(
金

おおず広報

場

所

農
協
久
米
庖

農
協
本
所
(
喜
多

上
須
戒
連
絡
所

~…¥器撤
w
g一一
ヲ
ヅ

JSJ

4
月
日
日
(
月
)
南
久
米
連
絡
所

4
月
口
日
(
火
)
三
善
連
絡
所

4
月
四
日
(
水
)
平
野
連
絡
所

4
月
四
日
(
木
)
蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

4
月
加
日
(
金
)
大
川
連
絡
所

4
月
お
日
(
月
)
新
谷
連
絡
所

4
月
お
日
(
水
)
菅
田
連
絡
所

受
付
時
間

8
時
部
分

1
日
時
却
分

検
診
料
胃
が
ん
に
つ
い
て
は
9
0
0

円
、
成
人
病
に
つ
い
て
は
随
時

※
上
須
戒
、
南
久
米

(
1
9
時
ま
で
)
、

三
善
、
平
野
、
蔵
川
、
大
川

(
1
9
時

ま
で
)
は
、
あ
わ
せ
て
肺
が
ん
検
診
も

行
い
ま
す
。
肺

が

ん

検

診

実

施

日

場

所

4
月
日
日
(
月
)
柳
沢
連
絡
所

(
日
時
1
日
時
)

4
月
白
日
(
金
)
八
多
喜
連
絡
所

(
日
時
1
日
時
却
分
)

4
月
却
日
(
金
)
菅
団
連
絡
所

(
口
時
加
分
l
H
時
)

検
疫
の
必
要
な
人
4
0
0
円

ω歳
以
上
の
人

検
診
料

対
象
者

健

康

キ目

百祭

4 
(月
日 22
~日

E
M
4
5
5
1
 

清
水
内
科
(
志
保
町
)

E
@
2
0
1
7
 

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

祖
母
井
外
科
(
中
村
)

宮
⑫
3
7
5
6

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

菊
原
外
科
(
若
宮
)

宮

(
ω
4
6
4
6

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

E
@
2
1
5
1
 

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
4
月
5
日
(
木
)

場

所

時

間

喜
多
医
師
会
病
院

9
時
却
分

1
ロ
時

市

立

大

洲

病

院

日

時
l
m
時

今月の納税

固定資産税

1期

納期は5月1日です

品

実

施

日

該

当

者

4
月
3
日
(
火
)
平
成
元
年
目
月
生
※

4
月
日
日
(
火
)
平
成
元
年
8
月
生
※

4
月
ロ
日
(
木
)
昭
和
白
年
9
月
生

4
月
口
日
(
火
)
平
成
元
年
5
月
生
※

4
月
但
日
(
火
)
昭
和
白
年
3
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
口
時

i
m時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

日
時

4
月
日
日
と
4
月
お
日

9
時
加
分

1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

4
月
1
日

(
日
)

4
月

8
日

(
日
)

4 
(月
日 15
)日

4
月
却
日

(
日
)

4
月
初
日
(
月
)

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

4
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

E
@
3
1
6
5
 

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

匝E

層雪

さ
く
ら
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
よ

し
の
に
八
重
、
約
一
か
月
に
渡
っ
て
大

洲
の
春
を
咲
き
競
い
ま
す
。
北
日
か
ら
、

H

さ
く
ら
の
下
に
は
死
体
が
埋
っ
て
い
る
H

な
ど
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す

が
、
そ
の
妖
艶
さ
ゆ
え
で
し
ょ
う
か
。

楽
し
い
お
花
見
:
・
さ
く
ら
の
魔
力
に
あ

て
ら
れ
て
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
・
・
・
(
た
)

相談こと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

とき 4月 9日

4月20日

ところ 市役所

砂人権相談

とき 4月20日 13時 -16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 4月 5日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

炉心配こと相談

とき 4月 2日、 10日、 25日

13日寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

修行政相談

と き 4月20日 13日寺-16日寺

ところ 市役所 2階会議室

急ぐ時はE⑪3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

今回から相談日が月 2回にな

りました。

とき 4月 5、23日

16B寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 4月26日 13日寺-15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E ⑪ 6100

大洲福祉会館E⑫ 0947

砂不動産無料相談

とき 4月15日 9時一16時

ところ 宅建協会大川支部

フヂエダ花庖 2階、常磐田J4

10時一15時

ク

3階会議室

10時~

砂青少年相談電話

青少年に関する様々な相談に

お答えします。

と き 毎日の執務時間中

電話番号 24-7830 

(大洲市教育委員会)
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